











The Distribution of Secretory Immunoglobulin A in the Liver of 
































連続切片に、 sIgA、分泌成分 (secretorycomponent， SC)および慢性増殖性胆管炎の指標としてproli-
ferating cel nuclear antigen (PCNA)の免疫組織化学染色とへマトキシリン・エオジン染色を施し、
胆管上皮の染色性と組織像を検討した。その結果、炎症と萎縮の進展に伴って肝動脈枝は増生するが、門
脈枝には狭窄や閉塞がみられ、萎縮のみられる局所で、のsIgA陽性率は低下していた。一方、 PCNA陽性
率は高度炎症群と高度萎縮群で高く、しかも高度炎症群におけるsIgAとPCNAの陽性率には負の相関が
みられた。なおSC陽性率は各群聞に差がみられなかった。すなわち胆管上皮の増殖は萎縮肝にもみられ
ることから、 sIgA分泌能は門脈枝の開存に、胆管上皮の増殖は肝動脈枝の増生に相関することが示唆さ
れた。また、増殖中の胆管上皮のsIgA分泌能は低下していたことから、本症の病変部では萎縮のみられ
ない炎症の中期から局所免疫能は低下しており、本症の憎悪因子となる可能性が示唆された。
本研究により本症に関与する肝局所免疫能の一端が示され、治療困難といわれる本症の病態解明に貢献
するところが少なくないと考えられる。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与されるに値するもの
と判定された。
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